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機械器具 25 医療用鏡  
  一般医療機器 組織収納サック 70169000 

ラップサック 

再使用禁止 
 

【警告】 

1. 使用方法 

1) 本品は鋭利な外科用機械器具とともに使用することを意図していな

い。 

2) 本品に破損、貫通または破れを生じさせないよう注意すること。 

3) 潜在的悪性または有害な組織を除去する場合は周辺組織を汚染し

ないよう注意すること。 

 

【禁忌・禁止】 

1. 併用医療機器 

1) 電動式モルセレータとともに使用しないこと。［電動式モルセレータ

のブレードにより本品が裂け及び／または貫通した場合、潜在的

悪性または有害な組織が散乱するおそれがある］「相互作用の項

参照」 

2. 使用方法 

1) 再使用禁止 

2) 再滅菌禁止［品質が劣化するおそれがある］ 

 
【形状・構造及び原理等】 
1. 形状・構造 

 本品はラップサック単品である。 

 サイズは製品ラベルに記載のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

2. 組成 

パウチ ： ナイロン 

引き紐 ： ナイロン 

 

3. 原理 

本品のパウチは強化ナイロン、及び複合ポリウレタン内部被覆材製であり、

内視鏡下外科切除術、又は細切除去術中に、組織を隔離するために使

用される。 強化ナイロン製パウチは組織の分散を防止する。引き紐はパ

ウチを閉じるために使用され、パウチの抜き取りを容易にする。 

 

4. 仕様 

最大圧において 300mL でリークがないこと 

 

【使用目的又は効果】 
内視鏡下の手術で腹腔内に挿入する器具で、分離した組織の分散を防ぎ、

組織を隔離・収納するために用いるものをいう。本品は滅菌済みであり、単

回使用である。 

 

 

 

 

 

 

【使用方法等】 
以下の使用方法は一般的なものであり、実際の臨床使用に際しては、医

師の経験に基づき、手順の追加、変更が必要である。 

 

1. 使用方法 

①無菌的に、ラップサックを腹腔内に挿入する。 

②体から切除した組織をパウチに入れる。 

③引き紐を引き、注意しながらラップサックを閉じる。過度な力が加わると引

き紐によりラップサックが損傷または破れるおそれがある。 

④パウチの内容物が漏出しないよう注意しながら体内からラップサックを取

り出す。 
 

【使用上の注意】 
1. 重要な基本的注意 

1) 無理な挿入及び抜去は患者の組織を損傷又は破傷させたり、本品が破

損するおそれがあるので十分に注意して操作を行うこと。挿入・抜去が

困難な場合は使用を中止し、適切な処置を行うこと。 

2) 目的に応じたサイズ、形状を選択して使用すること。 

3) 本品を強酸、強塩基に類する薬剤及び有機系溶剤にさらさないこと。 
 

2. 相互作用（他の医薬品・医療機器等との併用に関すること） 

［併用禁忌］（併用しないこと） 

医療機器の名称等 機序・危険因子 対策・措置

方法 

内視鏡用能動切除

器具 

電動式モルセレータのブレード

により本品が裂け及び／または

貫通した場合、潜在的悪性また

は有害な組織が散乱するおそ

れがある 

併用不可 

 

【保管方法及び有効期間等】 
1. 保管方法 

水濡れに注意し、日光・蛍光灯・紫外線殺菌装置等の光、高温及び多湿

を避けて保管すること。 
 

2. 有効期間 

使用期限は包装に表示されている。[自己認証による] 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

《製造販売業者》 

クックメディカルジャパン合同会社 

連絡先 TEL：0120-289-902 
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